
諮問第１号 人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて 

○ 現委員  谷
たに

 川
がわ

 美
み

 行
ゆき

 

 

○ 任 期  平成２４年１２月３１日任期満了 
       初就任 平成９年５月１日就任 ５期目（任期３年） 
 

○ 選任予定者 
 

諮問第２号 人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて 

○ 現委員  東
あずま

 朝
あさ

 子
こ

 

 

○ 任 期  平成２４年１２月３１日任期満了 
       初就任 平成１５年７月１日就任 ３期目（任期３年） 
 

○ 選任予定者 
 

諮問第３号 人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて 

○ 現委員  松
まつ

 本
もと

 典
のり

 子
こ

 

 

○ 任 期  平成２４年１２月３１日任期満了 
       初就任 平成２２年１月１日就任 １期目（任期３年） 
 

○ 選任予定者 
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議案第 53 号 茨木市固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求めることについて 

○ 現委員  宇
う

 多
だ

 啓
けい

 子
こ

 

 

○ 任 期  平成２４年９月２４日任期満了 
       初就任 平成９年９月２５日就任 ５期目（任期３年） 

○ 選任予定者 

 

 

議案第 54 号 茨木市有功者を定めることについて 

○ 茨木市有功者表彰条例第２条第１項第３号の規定に基づく提案 

○ 前茨木市助役、前茨木市副市長  山
やま

 本
もと

 正
まさ

 治
はる

 

○ 在任期間  

  茨木市助役・副市長 
   平成１６年５月１４日～平成２４年４月１７日 （７年１１か月） 
   

議案第 55 号 茨木市有功者を定めることについて 

○ 茨木市有功者表彰条例第２条第１項第３号の規定に基づく提案 

○ 前茨木市水道事業管理者  北
きた

 川
がわ

 一
かず

 夫
お

 

○ 在任期間  

  茨木市水道事業管理者 
   平成１６年５月２８日～平成２４年４月１７日 （７年１１か月） 
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議案第 56 号 茨木市市民栄誉賞受賞者の選定につき同意を求めることについて 

○ 茨木市市民栄誉賞規則第２条第１項の規定に基づく提案 

○ 受 賞 者  声楽家 岸
きし

 本
もと

 力
ちから

 

○/選定理由 本市出身の日本屈指のバス歌手である岸本力氏が、ロシア文化遺産の保持と振興に貢献

した者に与えられるプーシキン・メダルを受章されたことに対し、その栄誉を顕彰する

ため、受賞者として選定する。 

議案第 57 号 茨木市市民栄誉賞受賞者の選定につき同意を求めることについて 

○ 茨木市市民栄誉賞規則第２条第１項の規定に基づく提案 

 

○ 受 賞 者  プロゴルファー 故 杉
すぎ

 原
はら

 輝
てる

 雄
お

 

 
○ 選定理由 本市出身の、故 杉原輝雄氏のプロゴルファーとしての功績を讃え、その栄誉を顕彰 

するため、受賞者として選定する。 

 

議案第 58 号 茨木市非常勤職員の報酬等に関する条例の一部改正について 

○非常勤嘱託員等の新設に伴う所要の改正 
 
・改正内容 
 ・非常勤嘱託員等の新設 
 「市政顧問」 報酬日額 30,000 円 
 「生活保護適正推進員」 報酬月額 239,100 円 
 
・施 行 日 平成２４年１０月１日 
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議案第 59 号 茨木市防災会議条例及び茨木市災害対策本部条例の一部改正について 

○災害対策基本法の改正に伴う所要の改正 
 
・法改正の趣旨 
 東日本大震災の教訓を生かし、災害対策の強化を図るため、大規模災害に対する即応力 

の強化や、地域の防災力の向上を目指すほか、防災会議と災害対策本部の役割等を見直 

す。  

  
・改正内容 
（１）茨木市防災会議条例の一部改正 
①所掌事務について 
〈目的〉（災害応急対策の災害対策本部への一元化） 

    ア 「茨木市の地域に係る災害が発生した場合において、当該災害に関する情報を 
収集すること」を削除 

   イ 「市長の諮問に応じて市域に係る防災に関する重要事項を審議すること」及び 
「市域に係る防災に関する重要事項に関し、市長に意見を述べること」を追加 

 
②委員の構成について 
〈目的〉（地域防災計画の策定等への多様な意見の反映） 

   ア 定数「３０人以内」→「３５人以内」 
   イ 構成員に「自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者のうちから市長が 

任命する者」を追加 
 
・施 行 日 公布の日 

 
（２）茨木市災害対策本部条例の一部改正 
①引用条項番号の変更 
②現地災害対策本部の組織に関する規定を追加 

 
・施 行 日 公布の日 
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議案第 60 号 茨木市暴力団排除条例の制定について 

○暴力団の排除について必要な事項を定める条例を制定する。 
 
・制定の経緯 
 大阪府暴力団排除条例が平成２３年４月に施行されたことを踏まえ、府と連携し、社会 
全体で暴力団の排除を推進し、市民生活の安全と平穏を確保するため。 
  
・主な内容 
 ①基本理念（暴力団を恐れないこと、暴力団に対して資金を提出しないこと及び暴力団 

を利用しないこと等の暴力団排除は、市、市民及び事業者が連携・協力を図りながら 

進めなければならない。）の規定 

②市、市民及び事業者の責務について規定 

③市による市民及び事業者に対する情報の提供及び支援、暴力団排除に関する積極的広 

報、啓発について規定 

④公共工事等からの暴力団の排除及び当該排除に関する措置並びに公共工事等に関する 

不当介入に係る報告等について規定 

⑤市の事務及び事業からの暴力団の排除について規定 

⑥青少年に対する指導等のための措置について規定 

⑦公共工事等に関する不当介入に係る報告をしなかった者に対する勧告等及び当該事実 

の公表について規定 
 
・施 行 日  平成２５年４月１日 
 
 

議案第 61 号 茨木市市税条例の一部改正について 

○地方税法等の一部改正に伴う所要の改正 

・主な改正内容 
①申告手続きの簡素化を図るため、公的年金等に係る所得以外の所得を有しない者が寡 
婦（寡夫）控除を受けようとする場合、申告書の提出を不要とする。 

②下水道除害施設に係る固定資産税の課税標準の特例措置について、市の条例で定める 
とされたことから、当該割合を課税標準の４分の３と規定 

 
・施 行 日 ①平成２６年１月１日 

②公布の日 
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議案第 62 号 茨木市総合計画策定条例の制定について 

○総合的かつ計画的な市政の運営を着実に推進するため、総合計画（基本構想）を策定し、 
その根拠として、本条例を制定する。 

 
・主な内容 
①総合計画並びに総合計画を構成する構想及び各計画の定義を定め、総合計画の構成を 
明確にする。 

②本市における総合的かつ計画的な市政の運営を図るため、総合計画を策定する。 
③基本構想及び基本計画の策定及び変更にあたり、茨木市総合計画審議会への諮問を義 
務付ける。 
④基本構想の策定及び変更にあたり、議会の議決を経ることを義務付ける。 
⑤基本構想に基づき、基本計画及び実施計画を策定する。 
⑥個別行政計画の策定及び変更にあたり、総合計画との整合を図る。 

 
・施 行 日 公布の日 
 
 
 
 

議案第 63 号 
茨木市身体障害者及び知的障害者の医療費の助成に関する条例の一部改正に

ついて 

○大阪府市町村身体障がい者及び知的障がい者医療費助成制度の改正に伴う所要の改正 

 
・改正内容 

平成 22 年度の所得税法の改正により特定扶養親族の年齢が「16 歳以上 23 歳未満」から 
「19 歳以上 23 歳未満」に見直されたが、身体障害者及び知的障害者の医療費助成制度に 

おける所得制限については、法改正前と同様の基準とする。 

 
・施 行 日 公布の日（平成２４年７月１日適用） 
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議案第 64 号 茨木市立老人福祉センター条例の一部改正について       18 頁参照 

○効率的かつ効果的な施設運営を目的に、「老人福祉センター」に指定管理者制度を導入す

ることに伴う所要の改正 
 
 ・改正内容 
  指定管理者による管理の対象施設の拡充： 

福井荘、桑田荘、西河原荘、葦原荘、南茨木荘において、指定管理者制度を導入する。 
 

・施 行 日  平成２５年４月１日 
   
   
 

議案第 65 号 茨木市立障害福祉会館条例の全部改正について               18 頁参照 

○利用者サービスの向上及び効率的かつ効果的な施設運営を目的に、「茨木市立障害者就労 
支援センター かしの木園」に指定管理者制度を導入することに伴う所要の改正 

 
・改正内容 
 ①施設名称の変更： 

「茨木市立障害福祉会館」→「茨木市立障害者就労支援センター かしの木園」 

 ②指定管理者による管理等を規定 

③会議室等の貸出廃止に伴う会議諸室の利用に関する規定の削除 

④実施事業の追加 

→現行の就労継続支援Ｂ型事業に加え、その他障害者自立支援法に基づく障害福祉サー 

ビス及び地域生活支援事業を実施できる旨を追加 
 
・関係条例の一部改正 

 議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止に関する条例 

  →「障害福祉会館」を「障害者就労支援センター」に改める。 
 
・施 行 日 平成２５年４月１日 
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議案第 66 号 茨木市立障害福祉センター条例の一部改正について           18 頁参照 

○利用者サービスの向上及び効率的かつ効果的な施設運営を目的に、「茨木市立障害福祉 
センター ハートフル」に指定管理者制度を導入することに伴う所要の改正 

・改正内容 
①駐車場使用料にかかる規定を削除 

②市が食事代の一部を負担する「給食サービス」を廃止 

③指定管理者による管理等を規定 

④実施事業の追加 

 →事業内容に、障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス及び地域生活支援事業を 

実施できる旨を追加 

・施 行 日 ①平成２４年１０月１日 
      ②③④平成２５年４月１日 

 

議案第 67 号 茨木市立障害者デイサービスセンター条例の廃止について     19 頁参照 

○茨木市立障害者デイサービスセンターの民営化に伴う条例の廃止 

 

 ・廃止理由 

「茨木市立障害者デイサービスセンター しみず」について、多様なサービス提供と 
施設運営の効率化に向け、民営化に移行する。 

 
・関係条例の改正 

  議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止に関する条例 

   →「障害者デイサービスセンター」を削除する。 

 

・施 行 日 平成２５年４月１日 
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議案第 68 号 茨木市立障害者生活支援センター条例の制定について         19 頁参照 

○茨木市立太陽の里条例に規定する「ともしび園」を指定管理者制度に移行することに伴い、

茨木市立太陽の里条例を廃止し、茨木市立障害者生活支援センター条例を制定する。 
  
・主な内容 

①名 称 茨木市立障害者生活支援センター ともしび園 

  位 置 茨木市西穂積町８番２号 

②実施事業 

  ア 障害者自立支援法に基づく生活介護事業 

イ 日帰りショートステイ事業 

ウ ア及びイに掲げるもののほか、障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス及び

地域生活支援事業で、市長が必要と認める事業 

 ③利用対象者 

  ア 生活介護事業：介護給付費の支給決定を受けた者 

  イ 日帰りショートステイ事業：日帰りショートステイ事業の支給決定を受けた者 

・関係条例の一部改正 

   ①茨木市立太陽の里条例の廃止 
   ②議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止に関する条例 

    →「太陽の里」を削除し、「障害者生活支援センター」を加える。 

・施 行 日 平成２５年４月１日 
 

議案第 69 号 茨木市立児童発達支援センター条例の制定について           19 頁参照 

○茨木市立太陽の里条例の廃止に伴う条例の制定 

 ・主な内容 

①名 称 茨木市立児童発達支援センター あけぼの学園 

 位 置 茨木市西穂積町８番１１号 

 ②実施事業 

  ア 独立自活に必要な知識技能の付与と生活指導に関すること。 

  イ アに掲げるもののほか、市長が必要と認める事業 

 ③定員 ６４人 

 ④利用対象者 

  ア 障害児通所給付費の支給の決定を受けた者 

  イ 障害児通所支援の措置を受けた者 

 

・関係条例の一部改正 

   議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止に関する条例 

    →「児童発達支援センター」を加える。 

・施 行 日 平成２５年４月１日 
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議案第 70 号 茨木市市民会館条例等の一部改正について 

○市民会館、福祉文化会館及び市民総合センターの利用者の利便性の向上を図るインター 
ネットによる使用申請の受付開始に伴う所要の改正 
 

 ・改正内容 

①口座振替の方法で徴収する利用料金等については、後納できる旨の規定を追加 
②利用を取り消した場合に、利用者が負担すべき料金を減額して徴収できる旨の 
規定を追加 

 

 ・施 行 日  平成２４年１０月１日 
 

 

議案第 71 号 茨木市火災予防条例の一部改正について 

○対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の 
制定に関する基準を定める省令の改正に伴う所要の改正 

 
  ・改正内容 
対象火気設備に「急速充電設備」を追加し、急速充電設備を設置する際の位置、 
構造及び管理に関する基準を新設 

 
・施 行 日  平成２４年１２月１日 
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議案第 72 号 
茨木市立命館大学岩倉町地区地区計画の区域内における建築物の制限に 
関する条例の制定について                     20 頁参照 

○区域内における建築物の制限を定めることにより、適正な都市機能と健全な都市環境の 
確保を図る。 

・主な内容 

①適用の区域・・・・・立命館大学岩倉町地区地区計画の区域内 

②用途の制限・・・・・ア 大学 

（建築できる建築物） 

イ 寄宿舎 

ウ ア及びイに掲げる建築物に附属するもの 

（店舗、飲食店その他これらに類する用途に供するものを含む。） 

エ 事務所 

③建ぺい率の最高限度・・・１０分の５ 

④高さの最高限度・・・Ａゾーン内は、43ｍ以下。Ｂゾーン内は、31ｍ以下。 
⑤壁面の位置の制限・・・建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離 

Ａゾーン 
a 建築物の高さが７ｍ以下の場合    ２ｍ 

b 建築物の高さが 31ｍ以下の場合    ６ｍ 
c 建築物の高さが 31ｍを超える場合 10ｍ 

Ｂゾーン 
a 建築物の高さが７ｍ以下の場合    ２ｍ 

p  b 建築物の高さが７ｍを超える場合  ６ｍ 
⑥緑化率の最低限度・・・１０分の２以上 

⑦罰則・・・②③④⑤に違反した場合 500,000 円以下の罰金 
⑥に違反した場合 300,000 円以下の罰金 

・施 行 日  公布の日 
 

議案第 73 号 茨木市駐車場条例の一部改正について                         21 頁参照 

○茨木市阪急茨木東口駐車場の改装に伴う所要の改正 
 
・改正内容 

①午前８時から午後８時までの普通自動車一時使用料：30 分 100 円 → 20 分 100 円 

②普通自動車定期使用料の廃止 
 

・施 行 日  平成２４年１１月１日 
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議案第 74 号 茨木市駐車場の指定管理者の指定について                     21 頁参照 

○施設の名称 茨木市阪急茨木東口駐車場 

 

○指定管理者 大阪市中央区安土町一丁目７番３号 安土町野村ビル７階 

       日駐管理株式会社 関西支社 

 

○指定の期間 平成２４年１１月１日から平成２６年３月３１日まで 

 

議案第 75 号 市道路線の認定について 

○新規路線整備に伴う路線認定 ６３路線 
 
・開発等により移管を受けたもの        １５路線  
・寄付により移管を受けたもの          ４路線 
・道路整備事業によるもの            ４路線 
・安威川ダム建設事業によるもの         １路線 
・土地区画整理事業によるもの         ３７路線      
・細街路整備事業によるもの           ２路線 

 
 

議案第 76 号 市道路線の変更について 

○新規路線整備に伴う既認定の起終点の変更  ６路線 
 
・開発等により移管を受けたもの（起終点変更）   ３路線  
・寄付を受けたもの（起終点変更）         ２路線   
・安威川ダム建設事業に関連するもの（起点変更）  １路線 

 
 

議案第 77 号 市道路線の廃止について 

○新規路線整備に伴う廃止  ３路線 
 
・安威川ダム建設事業によるもの         １路線 
・寄付を受けて別路線に含まれたもの       １路線 
・土地区画整理事業により別路線に含まれたもの  １路線 
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議案第 78 号 平成 24 年度大阪府茨木市一般会計補正予算（第３号）       

○補正額  308,904 千円 （補正後 77,531,572 千円 － 補正前 77,222,668 千円） 
 
 （歳  入）                           （歳  出） 
  ・国庫支出金        10,998 千円       ・人件費         5,184 千円 
  ・府支出金         84,322 千円    ・物件費        88,723 千円 
  ・繰越金         213,584 千円    ・扶助費         2,197 千円 
                          ・補助費等       37,800 千円 
                          ・投資的経費     175,000 千円 
 
  ・債務負担行為補正 
   （追加）保育所建設補助事業  227,324 千円 
   （追加）駐車場指定管理料     1,200 千円 

認定第１号 平成 23 年度大阪府茨木市一般会計決算認定について 

                                                                 (平成 22 年度) 
 

 ・歳入決算額                ８５,０１９,１３０,０６４円     (81,685,868,865 円) 

 

 ・歳出決算額                ８３,２７６,４５５,７３６円     (79,350,092,316 円) 

 

 ・歳入歳出差引額              １,７４２,６７４,３２８円      (2,335,776,549 円) 

 

 ・翌年度へ繰越すべき財源         ９９８,１７７,８２０円      (1,564,964,407 円) 

 

 ・実質収支                       ７４４,４９６,５０８円        (770,812,142 円) 
 
認定第２号 平成 23 年度大阪府茨木市財産区特別会計決算認定について 

                                                                 (平成 22 年度) 
 

 ・歳入決算額                  ５,７０５,７３７,１３０円      (5,826,145,496 円) 

 

 ・歳出決算額                     １１９,２３５,７１９円        (125,131,003 円) 

  

 ・歳入歳出差引額              ５,５８６,５０１,４１１円      (5,701,014,493 円) 
 
認定第３号 平成 23 年度大阪府茨木市国民健康保険事業特別会計決算認定について 

                                                                 (平成 22 年度) 
 

 ・歳入決算額                ２６,４７０,７６３,９５５円     (25,149,063,136 円) 

 

 ・歳出決算額                ２６,３０８,６０８,６５８円   (24,987,735,096 円) 

  

 ・歳入歳出差引額                １６２,１５５,２９７円        (161,328,040 円) 
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認定第４号 平成 23 年度大阪府茨木市後期高齢者医療事業特別会計決算認定について 

                                                                 (平成 22 年度) 

 

 ・歳入決算額                  ２,６７０,１６３,７２３円      (2,551,805,569 円) 
 

 ・歳出決算額                  ２,５８２,２４７,１４９円      (2,466,041,076 円)   
 

 ・歳入歳出差引額                 ８７,９１６,５７４円         (85,764,493 円) 

 

認定第５号 平成 23 年度大阪府茨木市介護保険事業特別会計決算認定について 

                                                                 (平成 22 年度) 

 

 ・歳入決算額                １２,４５１,９４３,９８９円     (11,775,196,703 円) 
 

 ・歳出決算額                １２,２７４,６２０,５２４円     (11,544,389,395 円) 
  

 ・歳入歳出差引額               １７７,３２３,４６５円        (230,807,308 円) 

 

認定第６号 平成 23 年度大阪府茨木市公共下水道事業特別会計決算認定について 

                                                                 (平成 22 年度) 

 

 ・歳入決算額                  ７,９２８,６９０,７５８円      (8,129,779,652 円) 

 

 ・歳出決算額                  ７,９１７,４６６,３５６円      (8,113,356,438 円) 

  

 ・歳入歳出差引額                 １１,２２４,４０２円         (16,423,214 円) 

 

認定第７号 平成 23 年度大阪府茨木市水道事業会計決算認定について 

（収益的収支）                                                  （平成 22 年度） 

 ・収入決算額                  ４,８６６,２１４,３１９円      (5,688,974,775 円) 

 ・支出決算額                  ５,１７７,２５８,８９９円      (5,406,182,990 円) 

 ・収入支出差引額               △３１１,０４４,５８０円        (282,791,785 円) 

 

（資本的収支） 

 ・収入決算額               ２８２,４４４,３８６円        (260,648,605 円) 

 ・支出決算額             ２,２４０,３３３,４９５円      (1,286,844,560 円) 

 ・収入支出差引額        △１,９５７,８８９,１０９円    (△1,026,195,955 円) 
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報告第 15 号 
平成 23 年度大阪府茨木市一般会計及び特別会計決算に係る主要な施策の成果

並びに健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

○地方自治法第２３３条第５項による主要な施策の成果並びに地方公共団体の財政の健全 

化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項による健全化判断比率及び資金不足比 

率に関する報告 

 

報告第 16 号 平成 23 年度下半期大阪府茨木市財政状況報告について 

○平成２４年３月３１日現在の財政状況の報告 

 

報告第 17 号 平成 23 年度茨木市教育委員会事務管理執行状況の点検及び評価の報告に 
ついて 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項による茨木市教育委員会事務 
管理執行状況の点検及び評価の報告 

 

報告第 18 号 放棄した債権の報告について 

○茨木市債権の管理に関する条例の規定に基づく報告 
・放棄した私債権等 190 件 7,119,511 円 
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議案第  ６４ ～ ６９  号資料
健康福祉部　高齢介護課

障害福祉課

　高齢者施設及び障害者施設について、利用者へのサービスの向上と施設運営費の効率化を図るため、
運営形態の見直しを行う。

【高齢者施設】

現　行 改正後

施      設 老人福祉センター 老人福祉センター

運営形態 福井荘

桑田荘

西河原荘

葦原荘

南茨木荘

沢池荘 指定管理

【障害者施設】

現　行 改正後

障害福祉会館・かしの木園 障害者就労支援センター　かしの木園

直　営 指定管理

　・部屋の貸出 　・部屋の貸出事業は廃止

　・就労継続支援B型 　・就労継続支援B型

　★その他利用者ニーズ等に対応した
      新たな障害福祉サービス等を実施

６年 廃止

【障害者施設】

現　行 改正後

障害福祉センター  ハートフル 障害福祉センター  ハートフル

直　営 指定管理

 ・給食サービス  ・給食サービス（市負担分）は廃止

 ・駐車場使用料  ・駐車場利用の無料化

 ・入浴サービス、相談、講座、研修など  ・入浴サービス、相談、講座、研修など

　

 ・児童発達支援事業  ・児童発達支援事業

　（ばら親子教室） 　（ばら親子教室）は直営で実施

施      設

利用年限

区　分

事   　業

運営形態

高齢者施設、障害者施設の運営形態の見直しについて

直　営

指定管理

指定管理
（老人デイサービスセンターと

一体的な運営）

　★その他利用者ニーズ等に対応した
      新たな障害福祉サービス等を実施

区　分

区　分

事　   業

運営形態

施      設
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【障害者施設】

現　行 改正後

障害者デイサービスセンター

（＊名称は、譲渡先が決定）

指定管理 民営化（建物は無償譲渡）

・地域活動支援センター 　・地域活動支援センター

　★その他利用者ニーズ等に対応した
      新たな障害福祉サービス等を実施

【障害者施設】

現　行 改正後

太陽の里　ともしび園 障害者生活支援センター　ともしび園

直　営 指定管理

　・生活介護（定員７０名） 　・生活介護（定員４０名）

　・日帰りショートステイ 　・日帰りショートステイ

　★その他利用者ニーズ等に対応した
      新たな障害福祉サービス等を実施

７年 廃止

【児童福祉施設】

現　行 改正後

太陽の里　あけぼの学園 児童発達支援センター　あけぼの学園

直　営 直　営

事   　業

運営形態

施      設

運営形態

施      設

利用年限

運営形態

 施      設

区　分

障害者デイサービスセンター  しみず

区　分

区　分

事   　業

★利用者ニーズ等に対応した障害福祉サービス等
【障害者自立支援法にもとづくサービス（障害福祉サービス＋地域生活支援事業）】
　○地域生活支援事業・・・障害者が自立した日常生活や社会生活を営めるよう、地域の特性や
                                              利用者の状況に応じた柔軟かつ効果的な事業を行う（障害者自立支
                                              援法第７７条）。

　《主なサービス》
　　① 生活介護（入浴サービス） 　　　　　　⑤ 自立訓練
　　② 就労移行支援　　　　　　　　　　　　 ⑥ 地域活動支援センター事業
　　③ 就労継続支援　　　　　　　　  　　　　⑦ 日帰りショートステイ（日中一時支援事業）
　　④ 短期入所（宿泊を伴う日中一時支援）

　＊①～⑤は障害福祉サービス（国事業）、⑥～⑦は地域生活支援事業
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議案第 ７２ 号参考資料 

都市整備部 審査指導課 

立命館大学岩倉町地区地区計画 計画図 

Ａゾーン

Ｂゾーン

地区の区分

地区内道路（２号施設）

緑地（２号施設）

歩道状空地１号（地区施設）

歩道状空地２号（地区施設）

凡　　例

地区計画及び地区整備計画の区域

並びに再開発等促進区
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平成２４年度一般会計補正予算(第３号)総括表

(単位：千円)

特定財源 一般財源

14 国 庫 支 出 金 10,998 10,998

15 府 支 出 金 84,322 84,322

19 繰 越 金 213,584 213,584

308,904 95,320 213,584

77,222,668 24,610,813 52,611,855

77,531,572 24,706,133 52,825,439

補正前の予算額 Ｂ

学校施設環境改善交付金           10,120
地域生活支援事業補助金   　         878

緊急雇用創出基金事業費補助金     51,596
介護基盤緊急整備等臨時特例交付金 26,000
安心こども基金特別対策補助金      6,187
地域生活支援事業補助金              439

（歳  入）

左 の 内 訳
予 算 額款

補正後の予算額
           Ａ＋Ｂ

備 考

純繰越金

補    正    額 Ａ
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平成２４年度一般会計補正予算(第３号)総括表

(単位：千円)

人 件 費 物 件 費 扶 助 費 補助費等

02 総 務 費 65,695 2,160 63,435 100

03 民 生 費 102,160 3,024 18,239 2,197 25,700 53,000

04 衛 生 費 92,600 5,600 12,000 75,000

08 土 木 費 9,000 9,000

10 教 育 費 39,449 1,449 38,000

308,904 5,184 88,723 2,197 37,800 175,000

77,222,668 13,673,153 14,496,686 22,145,078 5,436,611 7,567,752 13,903,388

77,531,572 13,678,337 14,585,409 22,147,275 5,474,411 7,742,752 13,903,388

消 費 的 経 費

（歳  出）

補正後の予算額
           Ａ＋Ｂ

補    正    額 Ａ

補正前の予算額 Ｂ

予 算 額款
その他の
経 費

投 資 的
経 費
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1  基本方針

　純繰越金等を活用し市民サービスの充実を図るため、マニフェストの実現と行政課題

の解決に向けた新規・拡充事業を実施する。

2 主な内容 ☆はマニフェスト項目

（１）市の重要課題の解決と政策の推進
（単位：千円）

（２）いじめ防止に向けた取組み
（単位：千円）

11,839

1,449

事　業
特定財源
b

事業費
a

1,449

合　　　　計 13,999

内　容　等

事　業

一般財源
c=a-b

９月補正予算の内容について

一般財源
c=a-b

　市の重要課題の解決 2,160

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

2,160

1,449

いじめの減少と早期発見及び早期対応ができる学校組織の
充実を図るため、教職員・児童・生徒・保護者等にいじめ
撲滅に向けた啓発を行い、いじめを予防する取組みを小・
中学校で実施する。
[取組内容]
　①いじめ不登校シンポジウムの開催
　 （６月補正予算措置済）
　②生徒会交流会（サミット）でのいじめ撲滅に向けた
　　全体討議
　③いじめ防止リーフレット作成
　④いじめ防止啓発ビデオの貸出
　⑤いじめ撲滅をテーマにした曲の作成

1,449

13,999

　いじめ防止プロジェクト

いじめ防止
プロジェクト

2,160 2,160

次期総合計画
の策定

まちづくりの基本指針となる次期総合計画の策定に向け基
礎調査等を行う。
[策定期間]　 平成24年度～平成26年度
[H24取組内容]基礎調査（市民意向調査、人口等フレーム
　　　　　　 調査） 等

11,839 11,839

　政策の推進 11,839

市政顧問の設置
市の重要課題の解決に向け、市政顧問を新たに設置する。
[人数]３人

合　　　　計 1,449 1,449
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（３）福祉サービスの適正化と充実
（単位：千円）

☆

☆

（４）待機児童の解消に向けた取組み
（単位：千円）

☆

　福祉サービスの充実 70,317 27,317 43,000

合　　　　計 25,700 6,187 19,513

19,5136,187

49,14376,460

一般財源
c=a-b

　待機児童の解消 25,700 6,187 19,513

事業費
a

特定財源
b

25,700

合　　　　計 27,317

事　業 内　容　等

認可外保育施設
運営補助の創設

待機児童の解消を図るため、一定水準の保育環境が確保で
きる認可外保育施設に対し補助を行う。
[対象施設] ５施設

2,197 1,317 880

コミュニティソー
シャルワーカー
(CSW)の機能強化

地域福祉ネットワークの円滑な推進を図るため、専門的な
スキルを有するコミュニティソーシャルワーカー(ＣＳＷ)
の機能強化を図る。

15,120 15,120

障害者日帰り
ショートステイの
充実

事　業 内　容　等
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

6,143

6,143　福祉サービスの適正化

6,143

6,143

地域密着型介護施
設整備補助事業

介護基盤緊急整備等臨時特例交付金（府）の内示に伴い、
介護施設を整備する団体に対して補助金を交付する。
[中心地域中部圏域]
複合型サービス事業所（１か所）
定期巡回･随時対応型訪問介護看護事業所（１か所）
自動火災報知設備（１か所）

生活保護費の不正受給対策を図るため、生活保護適正推進
員を配置し警察と連携するとともに、資産・預貯金等の調
査を強化する。また、要保護者の自立を促すため、年金調
査を強化し年金等の手続きを支援する。

障害者の日帰りショートステイ事業のサービスの充実を図
るため、報酬単価の増額及び送迎加算を追加する。

27,000

26,000 26,000

生活保護費の
適正化

ともしび園
浴室設備の改修

家庭での入浴介助が困難な重度の障害者に対する入浴サー
ビス導入に伴い、浴室設備の改修を行う。

27,000
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（５）学校施設の整備
（単位：千円）

（６）将来の駅前整備に向けた取組み
（単位：千円）

☆

（７）老朽化する公共施設の改修
（単位：千円）

事　業

こども健康セン
ター外壁等改修

駅前公衆便所の
改修

80,600

合　　　　計 9,000 9,000

9,000

合　　　　計 5,000 5,000

一般財源
c=a-b

将来のＪＲ茨木駅西口周辺の整備のあり方の庁内検討に向
け基本構想を作成する。

9,000 9,000

一般財源
c=a-b

5,000

事　業 内　容　等

　学校施設の整備

特定財源
b

　公共施設の改修

5,000 5,000

80,600

春日小学校
校舎増築

内　容　等
事業費
a

特定財源
b

事業費
a

特定財源
b

5,600

児童数の増加に伴い、校舎を増築するための実施設計を行
う。[普通教室：４教室]

5,000

一般財源
c=a-b

施設の経年劣化に伴い、こども健康センターの外壁改修及
び屋上防水等を行う。

75,000

事　業 内　容　等
事業費
a

合　　　　計 80,600

　将来の駅前整備に向けた取組み 9,000

80,600

5,600

ＪＲ茨木駅西口
周辺整備の基本
構想策定

75,000

快適な利用環境を図るため、老朽化している駅前公衆便所
の改修を行う。
[改修内容]　扉・タイル・電気等の改修、洋式トイレの
　　　　　　設置
[改修箇所] ＪＲ茨木駅西口
　　　　　 阪急茨木市駅高架下
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（８）緊急雇用対策の追加
（単位：千円）

（９）住宅用太陽光発電の普及促進
（単位：千円）

☆

（１０）債務負担行為の補正
（単位：千円）

☆

限度額

駐車場指定管理料

茨木市阪急茨木東口駐車場の指定管理者の指定に伴い、期
間及び限度額を設定する。
[期　間]　平成25年度
[限度額]　1,200千円

1,200

227,324
私立保育所の建設
補助

事　業 内　容　等

安心こども基金（府）を活用し整備する（仮称）第２茨木
山水学園の建替えに対する建設等補助金について、債務負
担行為の期間及び限度額を設定する。
[期　間]　平成24年度～平成25年度
[限度額]　227,324千円

　駐車場の開設

　待機児童の解消

12,00012,000

12,000 12,000　環境施策

太陽光発電設備
導入補助の追加

申請件数の増加に伴い補助金を追加することにより、住宅
用太陽光発電の普及を促進する。
増加見込件数115件（288件→403件）

合　　　　計 12,000 12,000

事　業
事業費
a

特定財源
b

一般財源
c=a-b

合　　　　計 51,596 51,596

内　容　等

一般財源
c=a-b

　緊急雇用対策 51,596 51,596

地積測量図等マイ
クロフィルム画像
化及びＧＩＳデー
タ作成業務

固定資産税の課税資料の基礎となる地積測量図等のマイク
ロフィルムの画像化及びＧＩＳデータ作成のため、委託業
者で失業者を雇用し、地理情報処理技術等の習得に取り組
む。

51,596 51,596

事　業 内　容　等
事業費
a

特定財源
b
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